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Genelec 7360A and 7370A Smart Active Subwoofers

はじめに
このたびはGenelec 7300シリーズサブウー
ファーをご購入いただきありがとうございまし
た。このマニュアルは、Genelec 7360Aおよび
7370Aサブウーファーの設定および使用につい
て説明しています。これらのサブウーファーは、
アナログオーディオおよびデジタルAES/EBU
オーディオの両方を使用するあらゆる環境に
簡単に統合できるようデザインされています。
Genelec 7360Aおよび7370Aサブウーファー
はマルチチャンネルアナログオーディオ信号お
よびステレオAES/EBU信号の正確なモニタ
リングを実現するようデザインされています。
マルチチャンネルAES/EBU信号はサブウー
ファーに接続されている 9301Aマルチチャン
ネルのデジタルオーディオインターフェースデ
バイスを使用することでモニターできます。 

ISS（Intelligent Signal Sensing）はオーディ
オ入力が一定時間ない場合にサブウーファーを
スタンバイ状態に自動的に切り替えることが
できます。スタンバイモードの場合、製品の消
費電力は 1ワット未満となります。入力信号を
検出すると、サブウーファーは自動的にフル動
作状態に戻ります。ISS省電力状態に入るまで
の待機時間はGLM（Genelec Loudspeaker 
Manager）ソフトウェアを使用して設定でき
ます。ISSがアクティブな場合、モニタリング
システムを常に使用可能な状態に保つことがで
きます。 

インストール
このサブウーファーには、メイン電源ケーブル 
x 1、GLMネットワークケーブル（5m） x 1、お
よびこのオペレーティングマニュアルが付属し
ています。接続する前に、サブウーファーとモ
ニターの電源をオフにします。 

接続

アナログ入力 1～7

XLRバランス入力は一般的にコンソールまた
はモニターコントローラーから供給され、最大
+24 dBuです。  

マルチチャンネル信号はサブウーファーに接続
されている 9301Aマルチチャンネルのデジタ
ルオーディオインターフェースデバイスを使用
することでモニターできます。

LFE入力
LFE専用の入力です。帯域幅は最大 150 Hzで
す。+10 dB DIPスイッチを使用することで
+10 dBを追加できます。

アナログ出力 1～7
メインモニターをサブウーファーに接続するた
めのバランスXLRコネクターです。選択されて
いるベースマネジメントのモードに応じて、こ
れらの出力は未フィルターまたはハイパスフィ
ルターがかかった信号をメインモニターに伝送
します。詳しくは「ベースマネジメント」の章を
ご参照ください。

LFE出力
LFE入力の直接のスループットです。一般的に
LFE出力は複数のサブウーファーを使用する際
にLFE入力に接続されます。

リンク出力
デイジーチェーン接続されたサブウーファーの
2番目またはそれ以降に伝送されたメイン入力
1から 7の合計です。「複数のサブウーファーを
使用する」の章をご参照ください。

リンク入力
サブウーファーをデイジーチェーン接続する際
にこの入力を使用します。リンク出力からの信
号のみを受信します。［Link In］が接続されて
いる場合、アナログ入力 1～7は接続してはい
けません。「複数のサブウーファーを使用する」
の章をご参照ください。

出力 1 / テスト 1
スタンドアロン手動モードでの使用時に 85 
Hz位相テストトーンを通過させます。［Test 
Tone］と表記されているDIPスイッチで有効
にできます。

出力 2 /テスト 2
今後の用途用です。

AES/EBU入力
2チャンネルAES/EBU入力です。 

AES/EBU出力
AES/EBU入力の直接のスループットです。 

バイパス
バスマネジメントのサブウーファーバイパス
です。スタンドアロン手動モードで使用します。
TRS/TSコンタクトオープン /クローズデバイ
スに対応します。

GLMネットワーク
GLM（Genelec Loudspeaker Manager）ソ
フトウェアを使用したコンピューターコント
ロール用のCAT5（RJ45）GLMネットワーク
コネクター2基です。 

電源入力
幅広い電圧に対応しており（100-240 VAC、
50-60 Hz）、世界各地の至るところでサブウー
ファーを使用できます。商用電源が発電機、イ
ンバーター、低品質のUPS機器により供給され
ている場合、商用電源電圧から高調波を除去し、
電圧供給を安定化させることをおすすめします。

ベースマネジメント 
ベースマネジメントは各入力からの信号を低周
波成分と高周波成分に分割します。クロスオー
バー周波数を下回る信号成分はサブウーファー
により再現され、クロスオーバー周波数を上回
る信号成分はサブウーファーの出力に接続され
ているモニターにより再現されます。 

7360Aおよび 7370Aは 2種類のベースマネジ
メント手法を提供します。

集中型ベースマネジメント 
この手法ではハイパスとローパスの両フィル
ターがサブウーファー内に作成され、GLMコ
ントロールがあるかないかに関係なく、全ての
セットアップ内で使用することができます。ア
ナログのメインチャンネルの固定の 85 Hzク
ロスオーバーフィルターは、手動のスタンドア
ロンで使用する場合のデフォルトです。ただ
し、Genelecはいっそう柔軟性に優れた分散型
ベースマネジメントの使用をおすすめします。

この手法では、全てのアナログ信号ケーブルが
サブウーファーの入力 /出力コネクター経由で
対応するメインモニターにルーティングされて
います。

分散型ベースマネジメント 
この手法では、ローパスフィルターがサブウー
ファーで、ハイパスフィルターがモニターでそ
れぞれ適用されます。GLMネットワークを使用
して同時に設定できます。この方法は、GLMが
使用されているシステムでのみ使用できます。

分散型ベースマネジメントが使用されている
場合、GLMマネジメントソフトウェアは、サブ
ウーファー /モニターのクロスオーバーを 50 
Hzから 100 Hzの間で調整できます。 

分散型ベースマネジメントは3種類の信号配線
構成に対応しています。



図 1：7360Aのコネクターパネル。
7370Aもほぼ同様

図 2：GLMネットワーク配線図。オーディオ配線は含まれていない
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・ 全てのチャンネルがチャンネルの入力 /出力
コネクター経由で対応するモニターにルー
ティングされている場合。

・ Yケーブルでソースからサブウーファーの入
力コネクターとモニターの入力に分割してい
る場合。

・ 各チャンネルに対するデュアル出力の信号
ソースの場合。

GLM™コントロール 
ネットワークを使用する

サブウーファーはGLM™ （Genelec Loudspeaker 
Manager）とGenelec独自のモニターコント
ロールネットワークおよびGenelec SAMモニ
ターに完全互換しています。GLMコントロール
手法を使用すると、20の室内音響補正パラメト
リックフィルターでサブウーファーが持つ室内
音響補正機能をフルに解放することができます。
室内音響補正機能は、GLMソフトウェアを使用
する場合にのみ利用可能です。GLM™ ネット
ワークを使用する場合については『GLM™ シ
ステムオペレーティングマニュアル』で説明し
ています。

システム設定 
サブウーファーはGLM™ ソフトウェアとコ
ントロールネットワークなしで使用することも
可能ですが、GLM™ ソフトウェアを使用して
セットアップおよびキャリブレーションを行う
と、全機能を最大限に発揮することができます。
GLM™（Genelec Loudspeaker Manager）
ソフトウェアおよびGenelec独自のモニター
コントロールネットワークは、1つまたは複数
のサブウーファーを含むシンプルなステレオ
から極めて複雑な 3Dイマーシブ・セットアッ
プまで、あらゆるシステムに対して自動化され
た音響イコライゼーションと調整を提供しま

す。GLMセットアップは素早く正確で、一般的
な室内の狭帯域低周波の共鳴と放射に正確に対
処し、周波数特性補正機能を提供します。設定
はコンピューターを使用して制御したり、コン
ピューターが使用されていない場合にも設定を
利用できるようにモニターに保存したりできま
す。Genelecは、GLMを使用してSAMモニタ
リングシステムを設定することをおすすめして
います。GLM™の使用と設定方法についての

詳しい説明は『GLM™システムオペレーティ
ングマニュアル』をご参照ください。

設定は素早く行えます。手順は次のとおりです。

・ 各モニター（およびサブウーファー）を
CAT5（RJ45）ケーブルで接続し、最後に
GLM Adapterデバイスのコントロールネッ
トワーク入力に接続します（図 1）。 
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・ GLM Adapterデバイスをコンピューターの
USBコネクターに接続します。 

・ マイクスタンドを使用して、Genelec測定
用マイクをリスニング位置に配置し、マイク
を上向きに立て、マイクの最高部がエンジニ
アの耳の高さにくるようにします。マイクは
GLM User Kitの一部です。

・ マイクケーブルをGLM Adapterデバイスの
マイク入力に接続します。

・ GLMソフトウェアをGenelecウェブサイト
（www.genelec.jp）からダウンロードしま
す。 

・ GLMソフトウェアをインストールして、ソフ
トウェア内の指示に従ってシステムを計測し
て設定します。 

・ モニターのコントロールにコンピューターを
使用しない場合、GLMソフトウェアを使用し
て設定をモニターに書き込みます（メニュー
項目［Store］>［Store the Current Group 
Settings...］を使用）。

GLMネットワークの接続を解除すると、
［Stored］スイッチを［ON］に設定することで
Genelec Loudspeaker Managerソフトウェ
アを使用して保存した設定を有効にできます。  

GLMが有効でサブウーファーをコントロール
している場合、アナログおよびデジタル入力の
使用はグループ内の［Input Type］により強制
されます。 

有効なデジタルクロックが検出されると、スタ
ンドアロンの手動モードの場合、AES/EBUデ
ジタル信号がアナログ信号に優先します。 

スタンドアロンの保存設定を使用する場合、グ
ループにより定義される入力タイプが使用され
ます。

GLMを使用しないセットアップ

配線 

7300シリーズサブウーファーは、固定の 85 
Hzアナログクロスオーバーフィルターを使用
して簡単に設定できます。固定のクロスオー
バーフィルターはファクトリー設定でオンに
なっており、ハイパスフィルターはサブウー
ファーのアナログ出力に使用されます。この方
法を使用する場合、各信号ケーブルをまずサブ
ウーファーに接続します。その後、各出力からモ
ニターに接続します。このモニターの供給信号
は 85 Hzでハイパスフィルターされます。 

LFE信号を使用する場合、LFE信号をサブウー
ファーのLFE入力コネクターに接続します。 

コントロールスイッチ
［BASS ROLL-OFF］コントロールは超低域の
ブーストを補正します。4 dB単位で 20 Hzレ

ベルを下げます。合計で12 dBの減衰が追加さ
れます。両方のスイッチを［OFF］に切り替え
るとレスポンスがフラットになります。

［PHASE］スイッチはサブウーファーの位相を
選択したメインモニターに合わせることができ
ます。位相が正しく調整されていないと、クロ
スオーバー周波数でレベルが下がる原因となり
ます。「位相スイッチを設定する」の章をご参照
ください。

［DIGITAL LFE］スイッチは選択されているサ
ブフレームのローパス周波数を選択してLFEを
再現します（下の「LFEチャンネル」参照）。周
波数は［OFF］位置で 85 Hz、［ON］位置で
150 Hzです。

［LFE CHANNEL A/B］ではどのサブフレー
ムがLFE信号を伝送するのかを選択します。
［ON］がA、［OFF］がBです。AがLFEに対
して選択されている場合、サブフレームBはメ
インチャンネルのオーディオを伝送すると考え
られます。

［LFE +10 dB］機能は+10 dBのゲインを追
加します。「LFE +10 dB機能を使用する」の章
をご参照ください。

［LEVEL］スイッチはサブウーファー出力レベ
ルをスケールダウンします。これらのスイッチ
設定は付加的で、ロータリーレベル調整コント

ロールの効果と組み合わせられます。

［TEST TONE］スイッチは位相のキャリブレー
ションに使用される 85 Hzテストトーンを有効
にします。「手動での位相調整」の章をご参照く
ださい。

［ISS］スイッチは信号検出省電力機能を有効に
します。

［STORED］スイッチはサブウーファーのメモ
リ内に保存されている設定とサブウーファーの
コントロールでなされた設定を選択できます。
保存されている設定は、GLMソフトウェアおよ
びGLMコントロールネットワークを使用して
作成されており、サブウーファー独自のコント
ロールに比べて優れた機能を提供します。

コネクターパネルライト
通常、コネクターパネルのライトは緑で、通常の
動作モードであることを示します。赤はアンプ
のクリッピングを、黄は熱過負荷をそれぞれ示
します。赤や黄の警告灯が表示された場合、レ
ベルを下げてください。 

位相スイッチを設定する
メインモニターとサブウーファーの間で位相が
正しく調整されていないと、クロスオーバー周
波数でシステム全体のオーディオレベルが下が
る原因となります。図 3は、周波数特性への位

図 3：サブウーファーとメインモニターの間の位相の差異の影響 
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相の差異の効果を示しています。

メインモニターとサブウーファーの間の位相の
差異は、室内におけるリスニング位置、サブウー
ファーとモニターの位置に依存します。位相調
整は、これらの位置をまず決め、サブウーファー
とモニターレベルを調整してから行ってくださ
い。GLMソフトウェアコントロールはいそう
を自動調整しますが、GLMが使用できない場合、
以下の手動位相調整を適用できます。

手動での位相調整
Genelec 7360Aおよび7370Aサブウーファー
には位相調整用の 85 Hz周波数テストトーン
ジェネレーターが内蔵されています。テストトー
ンジェネレーターはサブウーファーの［TEST 
1］出力に接続します。手動での位相調整用にモ
ニターをこの出力に一時的に接続します。 

システムの電源を入れて［TEST TONE］ス
イッチを［ON］に設定します。サブウーファー
とセンターチャンネル出力に接続されているメ
インモニターを通して 85 Hzテストトーンが聞
こえます。

1. -180°位相スイッチをオンとオフで切り替
えて、リスニング位置でサウンドレベルが最
も低くなる位置に設定します。

2. 次に -90°位相スイッチをオンとオフで切り
替えて、もう一度サウンドレベルが最も低く
なる位置に設定します。

3. 最後に、-180°位相スイッチを真逆に設定し、
テスト信号を無効にします。これで位相調整
は完了です。

LFE +10 dB機能を使用する
Dolby DigitalおよびDTSエンコーディング
フォーマットは、メインチャンネルに相対して
+10 dBゲインのLFEチャンネルを提供します。
サラウンドサウンドデコーダーは、+10 dBの
LFEゲインを自動追加してレベルバランスを復
元できます。

［LFE +10 dB］機能は、モニタリングシステム
に接続されているソースにより追加されてい
ない場合、制作段階で+10 dBのゲインをLFE
チャンネルに追加できます。［LFE +10 dB］ス
イッチを［ON］位置に切り替えると、機能が有
効になります。LFE出力が他の（LFEでない）
チャンネルに比べて 10 dB高いレベルであると
き、このスイッチを［OFF］に設定する必要があ
ります。

［LFE +10 dB］機能は、次のようなケースには
使用しないでください。

・ +10 dB LFEゲインがサラウンドサウンドプ

ロセッサーやミキシングコンソールの出力マ
トリックスなどの他のデバイスですでに使用
されている場合。

・ LFEチャンネルに+10 dBゲインを使用する
必要のないオーディオフォーマットを生成す
る場合。

追加情報

室内でのサブウーファーの配置
サブウーファーの配置は周波数特性とサウン
ドレベルに大きく影響します。特に、室内音響
の影響が強い場合はその傾向が顕著です。サブ
ウーファーの位置をわずかに変更しただけで周
波数特性に大きな違いが生まれます。まず、サブ
ウーファーは、部屋の中央線から若干ずらして、
前方の壁際に配置します。リスニング位置で周
波数特性が最もフラットになる配置を見つける
には、秩序立てた試行錯誤が必要となります。サ
ブウーファーはできるだけ壁に近づけて高出力
になるよう設置します。サブウーファーを部屋
の隅の近くに配置すると、低域のレベルがブー
ストされますが、低域のサウンドイメージが非
対称になることがあります。壁からの距離がサ
ブウーファーのドライバーから 0.6 m未満にな
るようにします。こうすることで壁からのキャ
ンセレーションを防げます。 

動作環境
これらのサブウーファーは室内でのみ使用する
ようデザインされています。動作温度範囲は15
～35度で、相対湿度は 20～80%（結露なきこ
と）です。結露を防ぐために、製品を低温環境で
保存または輸送した後に温かい部屋に運び入れ
た際は、30分～1時間ほど待ってから箱を開け
て主電源に接続してください。  

最小隙間 
グリルに覆いを付けたり、グリルの前の隙間が
0.1 m未満になるところにサブウーファーを設
置しないでください。環境温度が 35度を超え
ないよう換気をするまたは十分な空間を取る必
要があります。サブウーファー下に通気用の隙
間を設けてください。厚みのあるカーペットは
電子機器の冷却に必要な換気を妨げる可能性が
あります。レフポートが正しく機能するよう、開
口部の前には少なくとも 7.5 cmの空間を設け
てください。

埋め込み設置 
サブウーファーが壁やキャビネット内部に埋め
込む形で取り付けられている場合、アンプが十
分に冷却され、バスレフポートからの空気の流
れが妨げられないようにする必要があります。
サブウーファーと凹部の間に 7.5 cmの隙間を

設けてください。サブウーファーはドライバー
が部屋の方向を向いている状態で凹部の右側に
取り付けます。こうすることでバスレフポート
側に十分な空間を設けることができます。通気
に必要な隙間を除き、凹部の高さと奥行きは、サ
ブウーファーが納まるぴったりの大きさになっ
ていなければなりません。高さと奥行きに隙間
があると、不要な音響への影響が生じることが
あります。 

複数のサブウーファーを使用する
Genelec 7360Aおよび7370Aサブウーファー
は、高SPL用途に複数台を組み合わせて使用す
ることができます。必要な配線はデジタル信号
とアナログ信号の場合で異なります。 

デジタル配線
信号ケーブルをチェーン内の1番目のサブウー
ファーのAES/EBU出力コネクターから次のサ
ブウーファーのAES/EBU入力コネクターに接
続します。デジタルLFEスイッチとLFEチャン
ネルA/Bコントロールスイッチがチェーン内の
全てのサブウーファーで同じ設定になっている
ことを確認します。

アナログ配線
アナログ信号で複数のサブウーファーをデイ
ジーチェーン接続する場合、ケーブルをリンク
出力コネクターから次のサブウーファーのリン
ク入力コネクターに接続します。LFE信号を使
用する場合、LFE出力を次のサブウーファーの
LFE入力にも接続します。 

複数のサブウーファーを使用する場合
のコントロールスイッチ設定

GLMとそのAutoCal機能をキャリブレーショ
ンに使用する場合、コントロールスイッチを手
動で調整する必要はありません。GLMが利用で
きない場合、手動による調整が必要となります。 

1. 他のサブウーファー全ての電源をオフにし

図 4：サブウーファーを壁に埋め込む形で
取り付ける。レフポート側に隙間を設ける
必要がある点に注意



た状態で、サブウーファーをひとつずつキャ
リブレートします。1番目のサブウーファー
から開始してください。

2. まず、サブウーファーのロータリーレベル調
整トリマーと適切なテスト信号を使用して、
サブウーファーと全てのモニターの間でレ
ベルをキャリブレートします

3. 「手動での位相調整」の章の指示に従って 1
番目のサブウーファーの位相を調整します。 

4. チェーン内の全てのサブウーファーに対し
てひとつずつ手順 1から 3を繰り返します。

5. この方法で接続した 2つのサブウーファー
が互いに近くに配置されている場合、ベー
スレベルを 6 dB単位で上げます。1台のサ
ブウーファーと比較して、3台のサブウー
ファーではSPLが 9.5 dB、4台では 12 dB
上がります。サブウーファーのチェーン全
体のSPLレベルをメインモニターシステム
に合わせるために、チェーン内の全てのサブ
ウーファーのレベルを適切に下げます。

メンテナンス
サブウーファー内部にオーナー自身で点検修
理が可能な部分はありません。保守や修理は
Genelec認定サービスのみ実施可能です。 

保証
Genelecサブウーファーは、性能に影響を与
える製造上の瑕疵および不具合に関して2年間
保証されています。販売条件および保証条件に
ついて詳しくは販売店にお問い合わせください。
www.genelec.jp/customer-service/ よりモ
ニターをご登録ください。これにより 3年の延
長保証（トータル 5年保証）が受けられます。

安全性についての検討事項
7360Aおよび 7370Aは国際安全基準に準拠す
るようデザインされていますが、安全な動作を
確保するため、以下の警告と注意を順守する必
要があります。

・ 保守および修理をGenelec認定サービス以
外の者が実施してはいけません。 

・ サブウーファーエンクロージャを解体しては
いけません。

・ この製品を保護されたアースのない電源ケー
ブルおよび電源に接続して使用しないでくだ
さい。人身傷害の原因となる場合があります。  

・ 火事や感電を防ぐため、製品を水または湿気
に曝さないでください。 
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図 5：上図のカーブは、85 Hzローパス
フィルタリング時のメインチャンネルの
周波数特性、LFEチャンネルの周波数特性、
7360Aの周波数特性へのベースロールオ
フ調整の効果を示している

図 6：上図のカーブは、85 Hzローパス
フィルタリング時のメインチャンネルの
周波数特性、LFEチャンネルの周波数特性、
7370Aの周波数特性へのベースロールオ
フ調整の効果を示している

・ 花ビンなど液体で満たされた物体をサブウー
ファーの上や付近に置かないでください。 

・ アンプはケーブルがアンプまたは電源コンセ
ントから取り外されていなければ電源から完
全には接続解除されません。

・ 十分な冷却を保つため、サブウーファーの背
後および周囲で空気が対流している必要があ
ります。サブウーファー周辺の空気の流れを
遮らないようにしてください。

・ これらのサブウーファーは 85 dBを上回る音
圧レベルを生成できますが、このレベルは聴
覚に恒久的な損傷を与える場合があります。

FCC規則への準拠
本製品は、FCC規則のパート 15に準拠してい
ます。動作は次の 2条件に基づきます。 

・ 本機器が有害な妨害の原因とならないこと、
および

・ 本機器が不要な動作の原因となる妨害を含む
あらゆる妨害を受信すること。 

注：本装置は、テストの結果FCC規則のパート
15に従い、クラスBのデジタルデバイスの制限
を遵守していることが確認されています。これ
らの制限は、住宅に設置するにあたり有害な妨
害に対する適切な保護を提供することを目的と
しています。本装置は無線周波エネルギーを発

生、使用、放射しており、指示に従わずに設置ま
たは使用された場合、無線通信への有害な妨害
の原因となる場合があります。ただし、特定の場
所に設置することによって妨害が発生しないと
いう保証はありません。本装置がラジオやテレ
ビの受信の有害な妨害の原因となる場合は（装
置電源をオン・オフすることでご確認いただけ
ます）、以下の対策を 1つ以上行って妨害を正す
ことをおすすめします。 

・ 受信アンテナの向きまたは場所を変更する。 

・ 装置と受信機の距離をさらに空ける。 

・ 受信機が接続されているコンセントとは別の
コンセントに装置を接続する。 

・ 取扱店または経験豊富なラジオ技術者または
テレビ技術者に相談する。

製造者によって明示的に許可されていない変更
を行うと、装置を操作する権限が無効になる場
合があります。



仕様

モデル 7360A 7370A

低域カットオフ周波数、–6 dB 19 Hz 19 Hz

高域カットオフ周波数、–6 dB（メインチャンネル /LFE） 100 Hz/150 Hz 100 Hz/150 Hz

周波数特性の精度、+/-3 dB 19 Hz - 100 Hz 19 Hz - 100 Hz

ドライバー 250 mm 
（防磁シールド含む）

305 mm 
（防磁シールドなし）

高調波歪み、軸上、1 m、半空間、30～85 Hz 2次 ≤ 3% @ 90 dB SPL
3次 ≤ 2% @ 90 dB SPL

2次 ≤ 3% @ 95 dB SPL
3次 ≤ 3% @ 95 dB SPL

30～85 Hzを平均した短期正弦波最大音圧出力、軸上、半空間、1 m ≥ 109 dB SPL ≥ 113 dB SPL

ランダムピンクノイズの最大ピークSPL出力、半空間、1 m ≥ 114 dB SPL ≥ 118 dB SPL

残留ノイズレベル、軸上、1 m（A特性）  < 5 dB 

質量 27 kg 48 kg

寸法（高さ x 幅 x 奥行き） 527 x 462 x 365 mm 625 x 555 x 496 mm 

アンプセクション 

短期アンプ出力 
（長時間出力はドライバーユニット保護回路により制限）

300W 400W

アンプシステムTHD（通常出力時） < 0.01% 

電圧 100-240 VAC 50/60 Hz

消費電力
スタンバイ、ISS有効
待機
フル出力、ピーク

  
<1 W
15 W
300 W

 
 <1 W
20 W
400 W

シグナルプロセッシングセクション

アナログ信号入力コネクター、XLRメス、バランス、10kΩ 
 
最大アナログ入力信号
アナログ入力感度（100 dB SPL @ 1 m）ロータリーレベル調整

pin 1 gnd、pin 2反転なし、pin 3反転 
 

+25.0 dBu
+12 ～ -6 dBu

デジタル信号入力コネクター、XLRメス、110 kΩ
デジタル信号出力 / Thruコネクター、XLRオス、110 Ω 
 
デジタルオーディオ入力

ワード長
サンプルレート
デジタル入力感度（100 dB SPL @1 m）ロータリレベル調整

AES/EBUシングルワイヤ
AES/EBUシングルワイヤ 

 

16 - 24 bits
32 - 192 kHz

-30 dBFS

サブソニックフィルター（18 dB/オクターブ） 19 Hz

コントロールネットワーク
タイプ
接続

プロプライエタリGLM™ ネットワーク
2 x RJ45、CAT5ケーブル

GLMTM ソフトウェア周波数特性調整パラメトリックノッチフィルター 20

システムキャリブレーション Genelec GLM AutoCal™

クロスオーバーサブウーファー /サブウーファー出力チャンネル
集中型ベースマネジメント
分散型ベースマネジメント（GLMコントロールのみ）

サブウーファー：ローパス 85 Hz、出力：ハイパス 85 Hz
サブウーファー：ローパス 50 Hz～100 Hz、出力：フィルターなし

LFEカットオフ 150 Hz

ミッドバンド除去 >400 Hz ≥ 50 dB

ベースロールオフコントロール動作範囲（4 dB単位） 0 ～ –12 dB @ 20 kHz

位相整合コントロール 90°ステップ、ディップスイッチコントロール 
15°ステップ、GLMコントロール



7360Aおよび 7370Aオペレーティングマニュアル
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株式会社ジェネレックジャパン
＜本社＞
107-0052
東京都港区赤坂二丁目 22番 21号
電話番号：03-6441-0591

修理お問い合わせ先
＜ジェネレックサービスセンター＞
電話番号：050-3786-1236
平日10：00～18：00 　
（夏季 / 年末年始休業を除く）

修理のご依頼は、お電話または修理依頼フォー
ムがご利用いただけます。修理依頼フォームは、
Webサイトのカスタマー・サービス内にご用意し
ております。
www.genelec.jp/customer-service/

＜長野オフィス＞
381-0201
長野県上高井郡小布施町小布施 1497-2
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